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令和５年度から始まった校舎改築工事は、今年の夏に新校舎が完成となる。引

っ越しに伴う、物品や重要書類の管理・移動などを確実に行うとともに、組織的

かつ計画的な業務の遂行が求められる。また、新校舎移転後の校舎利用のルール

や数多くの約束事などを最初から考案し、生徒にとって生活しやすい空間づくり

を構築する必要がある。さらに、今後も工事は継続することから、狭い校庭を最

大限に活用した行事や部活動の運営、校外施設の効果的な利用なども求められる。 

これらのことは、日頃の業務に加えて行わなければならないことを踏まえ、常

に先を見据えた計画や行動を徹底する必要がある。そのため、これまで以上に改

革・改善意識を強くもつとともに、自己の課題や業務のみに追われることなく、

余裕をもった早めの対応が必須となる。また、これまですすめてきた教育課程や

教員の職務内容、部活動指導、行事等の取り組みの見直しをさらに推進し、時間

を生み出す工夫をする必要がある。 

そして、この４年間に取り組んできた、ふくれ上がってきた教育内容を見直し

スリム化することや、対面で実施するものと時間短縮が図れるオンラインの活用

との組み合わせをさらに発展させていく。 

本校は令和４年度以降、進路指導部を中心にキャリア教育について再構築を図

ってきたが、今年度も社会性や職業観、豊かな人間性を育成するための系統だっ

た取り組みを蓄積していく。 

さらに、「ふれあいはすぬま」の施設を利用した運動会や、一から作り上げて

きた安方フェスティバルなどの行事、部活動を通して心と体を鍛え、あたたかな

集団作りをすすめ、たくましく生き抜く生徒を育てていきたい。 

本校は令和４年度に、「大田区 ICT 教育推進授業モデル実証校（先進校）」に

指定され、生徒一人一台タブレットの活用を推進し大田区に還元してきた。その

成果を深化させ、ICT 機器を活用した授業実践や家庭学習をさらに工夫し、生徒

が自ら考え探究していく学びを全教員で実践していきたい。その上で、ICT を活

用した方がよい活動と紙ベースが効果的な活動を整理し、双方のよい点を組み合

わせた「ハイブリッド型教育」をさらに推進していく。 

 

令和７年度の安方中学校の教育活動は、「新校舎移転を円滑にすすめ、新たな

生活様式を構築し、未来に向けた挑戦と進化を止めない」ことを重点とする。 

   

 



今年度の喫緊の課題として 

（１）新校舎移転業務の遂行と新しい生活様式の構築 

 （２）部活動地域展開の推進 

 （３）ハイブリッド型教育の推進 

 （４）生徒が自ら考え判断し行動できる力の育成    とする 

  

（１）校舎移転に伴う引っ越し作業を日頃の業務と並行してすすめる必要があり、

新たな生活様式は７・８月で構築しなければならない。様々な困難や予測できな

い事態も多いことが考えられるが、教職員で智恵を出し合い「解決できない課題

はない」との視点に立ち、連携を細やかにして対応をしていく。また、「だれか

がやるだろう」という意識を排し、自分ごととしてとらえて主体的に課題に立ち

向かう。 

（２）「部活動地域展開モデル校」として、大田区や人材派遣業者と連携して部

活動運営の改革を行うとともに課題を明らかにし、教員の働き方改革を推進する。 

（３）生徒一人一台タブレットをはじめとする ICT 機器の活用をさらに推進し、

対話的で深い学びを実践するとともに、生徒の学習意欲や学びに向かう力を高め

る工夫を行う。その上で、アナログのよさや優れている点を明らかにし、デジタ

ルとの融合や併用を図る取り組みを強化する。 

（４）豊かな体験活動を通して、仲間や先輩・後輩と力を合わせて努力する体験

や成功体験を積ませ、自己有用感や自己肯定感を高める。そして、生徒が自分で

考えて判断し行動できる機会を意図的に多く設け、たくましくしなやかに生きる

力を養っていく。 

 

１ めざす学校像、生徒像、教師像 

（１）学校像 

○礼節を重んじ、元気に挨拶ができる学校。 

〇正義や正論が通り、「ならぬものはならない」という価値観を重んじる学校。 

○優しさや思いやりの心が育つ、いじめがない学校。 

〇学力が身に付き、生徒が自ら考え選択する機会の多い学校。 

〇挑戦する意欲にあふれ、失敗が許される学校。 

 

（２）生徒像 

 ○自己のキャリアを意識した生き方を考え、主体的に学ぼうとする意欲をもつ

生徒。 

 ○自分の考えを適切な資料を用いて相手に伝える、プレゼンテーション力を身  

に付ける生徒。 

  ○感動する心や豊かな感受性、忍耐力を育むとともに、自らを律する強い心を 

もつ生徒。 



○自他を敬愛できる豊かな人間性をもつ生徒。 

 ○いじめや差別を許さず、他者の痛みを理解できる生徒。 

 

（３）教師像 

  ○教科指導、生活・進路指導・道徳等で高い目標を設定し、まわりと切磋琢 

磨してお互いに高め合いながら指導に努める教師。 

  ○感性が豊かで、生徒の変化やつまずきに気付き、生徒の心に寄り添いながら 

対応策を講じ、迅速・丁寧に指導にあたる教師。 

○授業や課題配信等でタブレット端末の活用に挑戦し、探究的な学習や対話的 

で深い学びを実践できる教師。 

○説明が主体の授業から脱却し、生徒の活動を重視した主体的な学びを追求し、 

生徒の思考力や判断力、表現力を高める授業に挑戦する教師。 

○部活動指導に精励し、生徒との信頼関係を築き、互いに助け合い尊重し合え  

る集団づくりに努める教師。 

  ○新しい変化や困難な問題にも自らすすんで柔軟に対応し、創意工夫しながら 

進化を止めずに努力できる教師。 

 ○自身のワークライフバランスを意識し、心身ともに健康で職務を遂行できる  

ように努める教師。 

 ○生徒のために労を惜しまず、愛情をもって生徒指導にあたる教師。 

  ○学校組織の一員としての自覚をもち、保護者・地域と連携し協働して教育活 

動を展開できる教師。 

  ○教育公務員としての服務規律を遵守し、高い使命感や倫理観をもって職務を 

遂行できる教師。 

 

２ 学校経営上特に重点とすること 

（１）学力・体力の向上を目指して 

①タブレット端末等の ICT 機器を活用して、わかる授業・参加する授業を目指

して常に研鑽に励む。 

 ②基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせるとともに、プレゼンテーショ

ンを取り入れた授業により、思考力・判断力・創造力・表現力を育成する。 

 ③学習課題をもち、自ら情報を集めたり考えたりしながら主体的に課題を解決

させると同時に、体験的な活動を重視し指導にあたる。 

  ④学習の遅れがちな生徒の実態を的確に把握し、少人数授業や朝学習・朝読書、

補習教室などを充実させて学力向上を図る。 

  ⑤給食指導、体力向上とスポーツを楽しむ態度、健康教育、食育の充実を図り、

心身ともにバランスの取れた生徒を育成する。 

 ⑥「学習室」を PTA や支援員を活用して効果的に運用し、すすんで学び自学・

自習できる姿勢を養う。 



（２）生活指導の徹底 

  ①日常の中で、あいさつがきちんとできる生徒を育成する。 

  ②基本的生活習慣を確立し、規律ある生活態度を身に付けさせる。また、社会

生活におけるマナーの理解及び法を守る態度を育成する。 

  ③生徒及び保護者との信頼関係を確立し、人権に配慮しながら生徒が自己肯定 

感や自尊感情を高められるように努める。また、体罰に依らない個々の生徒

に向き合った生活指導を行う。 

 ④生徒の心情や生徒相互の人間関係を的確に把握し、問題行動を未然に防ぐこ

とができるよう、日頃から生徒観察に努める。 

 ⑤不登校生徒が多い状況を踏まえ、スクールカウンセラーや支援員、外部諸機

関と連携し、生徒の実態に合わせた対応をする。 

⑥登校はできても教室に入れない生徒のために「登校支援室」を設け、教員や

支援員による学習や行動の支援を行い、教室復帰を目指す。  

⑦問題行動に対しては、その背景と保護者の願いを把握し、厳しさと温かさ・

教育相談的手法を重視し、全校的な指導体制のもとに指導を徹底する。 

 ⑧学校内外での安全指導を徹底するとともに、非常災害時の安全確保のため、 

  避難訓練、総合防災訓練、セーフティ教室等を実施する。  

（３）進路指導の充実 

①進路指導部が中心となりキャリア教育を推進し、生徒に生き方や職業観を考

えさせ、生徒や保護者の求めに的確に応じた進路指導を徹底する。 

②生徒の発達段階に応じた進路指導の充実に努めるとともに、働くことの意義

や将来の生き方を考えさせ、自己の進路選択に生かせるように指導する。  

 

（４）特別支援教育の充実 

 ①生徒の人格を尊重するとともに、個々の教育的ニーズを把握し、合理的配慮

を踏まえた支援を行う。 

 ②特別支援コーディネーター、特別支援教室専門員及びスクールカウンセラー

と連携し、校内委員会の組織力や機能性を生かした対応を行う。  

 ③保護者、関係機関等と連携するとともに、「個別指導計画」・「教育支援計

画」を適正に作成して支援を行う。 

 ④支援員を多く配置し、特別な支援が必要な生徒の見守りや学習補助を充実さ

せる。それにより、教員の負担軽減を図る。 

 

（５）組織的に対応し成長できる教師集団 

 ①常に生徒の健康・安全を第一に考えて教育活動に臨み、危険を避ける意識を

もち、生徒の事故防止を徹底する。 

 ②事故が発生した場合には、初期対応を重視し、迅速・丁寧かつ慎重に組織的

に対応する。 



  ③組織の一員としての自覚をもち、常に報告・連絡・相談を徹底する。 

 ④問題が起きた時に一人で解決しようとせず、常に学年・分掌等で協力し、組

織的な対応で解決を目指す。 

 ⑤学校内外の研修に参加し、専門職としての自覚をもち、常に指導力向上のた 

  めの自己啓発に努める。 

  ⑥保護者や地域の方々に向け、学校だより、学級・学年通信、学校ホームペー

ジ等を通して、学校の方針や教育内容を発信し、信頼される学校をつくる。 

  ⑦生徒が学ぶ場所としての校舎等の施設が、安全かつ清潔で、学習しやすく心

が潤う場とするための美化活動を推進し、学習環境の整備に努める。 

  ⑧校内の OJT体制を強化し、後輩を育てる意識と雰囲気を醸成するだけでなく、

「若手教員を尊重し、若手教員から学ぶ」意識をもつ。そのことにより、双

方向で共に学び合う教員集団を目指す。 

  ⑨教育公務員としての自覚をもち、体罰、個人情報の紛失、セクハラ・わいせ

つ行為、交通事故等を起こさぬよう、服務の厳正に努める。 

 ⑩常に心身の健康を保てるように意識し、働き方改革を踏まえて「休暇の取り

やすい職場」を作っていく。 


